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１． まえがき 
筆者らは, コンテンツの二次利用における権利処理の自

動化について検討しており,これまでに権利継承フレームワ
ークの提案[1]と, 特定時空間部分を制御できる Resource 記
述と評価環境の構築[2][3]を行っている. 今回は動画像を改
編するために提案手法に基づく権利処理を行うプロトタイ

プを実装したので, その制御手法と評価について報告する. 

２ ．改編制御 
本稿にて改編制御とは, MPEG-REL[4]に基づき拡張され

た権利語彙よりに記述された許諾内容に従って, オーサリ
ングツールの改編機能を制御することと定義する.  
２．１ 改編語彙の拡張 
コンテンツの変形, 改編に対する汎用的な権利記述語彙

を設計するため, 第一段階では, 市販の Non-Linear編集シス
テム 7 種類が備える編集機能を調査した. 調査内容は「素
材を切り出す」, 「素材の順番調整」, 「素材間の繋ぎの切
替え効果」, 「エフェクト機能」, 「タイトル追加」, 「フ
ァイルフォーマットの変換」及び「作品の出力」の７つの

機能項目である. その調査の結果, Apple Final Cut Pro(以下
FCP と呼ぶ)の改編機能の範囲が比較対象のオーサリング
ツールをカバーできることが分かったので[5], 本研究は
FCPに内蔵の改編機能を分析し, 権利語彙の拡張を行う.  
次段階では, FXScript[6]に着目した. FXScriptは FCP用の

エフェクトプラグイン用言語で, ユーザーは FCP 付属の
FXBuilder を使って改編効果(エフェクト)の改変・新規作成
を自由に行うことが出来る. なお, FCPに内蔵された改編機
能は, ほぼ FXScriptのコマンドにて表現されるので, 特定の
コマンドを制限すれば複数の改編機能が制御可能となる. 
FXScript では約 30 種類のコマンドが提供されるが, そこで
抽出した共通コマンドを改編に関する必要最小限の権利語

彙として検討した. 拡張語彙を表１に示す. この語彙の組み
合わせの利用によって, 映像の改編作業に必要十分である
機能を表現でき, 汎用的なオーサリング機能を権利記述す
る要件を満足できると考える.  
２．２ 制御内容 
図１に示すように二つの段階にて許諾内容を判定し, 制

御を実行する.  
(A)改編効果適用前の制御 

権利処理システムがライセンスを解析し, 利用したいエ
フェクトがライセンスの Rights 記述に存在するかを照合し, 
更に付随された利用条件 (Condition) を参照する.その結果, 
未成立, 成立, 条件付の判定を行い, 未成立の場合, 改編要求
を破棄し, コンテンツの制作者に警告メッセージを提示す
る.  
「条件付」の場合は, ある条件に基づく機能制限された

エフェクトが実行可能である . 例えば , 表１にある
「colorRGBBalance」の権利に対し, Red パラメータのみを

30%までしか調整出来ない条件が指定された場合, 権利処
理システムは許諾のない機能範囲を無効とする.この動作は, 
FXScript を用いて, この制限を実現する制御用のエフェク
トを生成し, FCP にある元のエフェクトと差し替えること
で実現する. 

表１ 拡張権利語彙 

 
(B)改編効果適用中の制御  
二次コンテンツが断続的な期間をかけて制作された場合, 

一旦許諾された改編効果も改編段階で常に許諾内容の確認

が必要である. 例えば「colorRGBBalance」が 2009/6/10 ま
で利用可能といった許諾に対し, 2009/5/10 に効果を適用し
たが (権利消費), その素材を再び 2009/6/15に編集する場合, 
利用期間の制約条件を満たさないため, 該当効果を取り消

権利種類   拡張権利語彙  改編範囲  
改編権利 
(画質処理)  

colorHSVAdapt  
colorYUVAdapt 
colorRGBBalance 
colorToneAdapt 
contourSharpening 
contourBlurring 

HSV色空間調整 
YUV色空間調整 
RGB色空間調整 
色調調整 
画像をとがらせる 
画像をぼやけさせる 

改編権利 
(変形処理) 

geometricResize 
geometricRotate 
geometricMove 
objectFlopApply 

角度を変える 
回転 
中心移動 
反転 

表現の改変

権利 
objectLimpidApply 
videoSpeedAlter 

透明度設定 
再生速度の変更 

素材位置と

上下関係の

組み合わせ

権利 

overlapAllowed 
transitionAllowed 

素材を重ねる 
切り替え効果 

出力権利 ExportDervWork 二次コンテンツの生成 

図１ 改編制御処理の流れ 
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す制御が必要となる. 一方, 「全体コンテンツの長さの 10%
までの利用は, 引用として課金しない」といった許諾条件
では, 同じ元のコンテンツを参照する Clip(オーサリング用
の代理素材)は常に現在の利用状況を照合する必要がある.  
なお, 改編効果を適用している Clip 間の位置関係も常

に確認する. それは, 二つの Clipが全体二次コンテンツの同
じ時空間に現われる場合(overlap 合成), overlap 領域の共通
権利を抽出することが必要であるためである. 共通権利と
は , Overlap が 起 こ っ た 複 数 Clip の 出 力 権 利

(exportDervWork) に付随する時間制約条件である. 例えば
ClipA は 2009/10/5 から 2010/1/1 まで出力でき, ClipB は
2009/10/30以降出力できると,すると,この異なる制約条件に
対して権利の合意処理の結果, 「ClipAと ClipBが重なる時
間帯は 2009/10/30 から 2010/1/1 までの期間で出力できる」
という利用条件に基づくように制御する.  

 

３ 権利処理プロトタイプと検証 
権利処理システムのプロトタイプを図２に示す. 処理の

流れは, まず図２のＡにライセンスとオーサリング履歴を
入力すると(A-1,A-2), 利用するコンテンツ IDが表示される
(A-3). そのとき権利処理システムがオーサリングツール
FCPと連携しているため, 常に改編動作を確認し, 図２のＢ
で許諾条件の判定と制御実行内容を, 図２のＣでは該当権
利の時間, 回数及び課金条件の許諾処理結果が表示される.  
権利処理の検証は, 図２で示すプロトタイプを用い, 表２

に示す 1 から 5 の許諾条件について, 表３の改編シナリオ
を適用することで, 検証内容について矛盾なく制御できる
ことの確認を行った(表４).  

表２ 許諾条件 

1 
表１の権利語彙を用いて異なるコンテンツにそれぞれ許諾内

容を設定する.また,権利 transitionAllowedを許諾する 

2 
指定するキャラクタ上に他のオブジェクトを重ねる 

(overlap)ことを禁じる 

3 
字幕の効果の追加は, 全画面の 15%以内であれば許可する. ま

た, 透明度の変更も許可する  

4 
コンテンツの一部分を引用することは可能だが,引用した部分
の色と輪郭の変更はしてはならない 

5 
一定の期間内で派生コンテンツの出力を元の素材コンテンツ

と同じ画質で出力することを許諾する 
 

表３ 改編シナリオ 

1
  

許諾内容を持つ複数コンテンツを切り替え効果 (Transition 
Effect)で繋き, 許諾されたエフェクトを適用する 

2 
キャラクタ素材の許諾情報と存在する時空間情報を確認し, キ
ャラクタ映像にテキストを用いて注釈を加える 

3 
通常の字幕効果に加えて全画面にクレジット情報をロールして

表示する 

4 
権利情報を持つ素材コンテンツをオーサリングツールに読み込

み 15秒分を取り出し, ファイルに出力する. その後, 取り出した
部分のコントラストを調整する 

5 制作環境の時間を許諾範囲外に設定し, 改編結果を出力する 

 

表４ オーサリングツールよる検証項目 

許諾条件と改

編シナリオ 

検証内容 

1 
許諾されたエフェクトが問題なく適用できるこ

とを確認する 

2 
改編履歴よりキャラクタに上書きコンテンツの

有無を検出し, 上書きが検出された場合，自動

的に改編操作の取り消し作業を実施する 

3 
全画面にテキストをロールする際, エフェクト

の適用範囲が自動的に全画面の 15%以下までに

収める制御を確認する 

4 
対象コンテンツにエフェクトを適用させない制

御が行われることを確認する.(適用する瞬間に

取り消し作業を実施) 

5 
許諾期間外の派生コンテンツの出力はできない

ことを確認する 

図２ 許諾処理の実行画面 

4．まとめと今後の課題 
本稿では，コンテンツの二次利用における汎用的な改編

語彙を提案し, これら語彙を基にオーサリングツールによ
る改編機能制御を行うためのプロトタイプシステム実装と

検証について報告した.  
今後の課題としては，改編制御の精度を向上させるため, 

コンテンツを代理する Clip が変形したり, 時間表現が変化
する場合などに, 元のライセンスとの参照関係に対する処
理手法の検討がある.  
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